
 

公益社団法人日本発達障害連盟 

2016（平成 28）年度事業計画 

 

開発途上国および本邦の発達障害者の社会統合を目的として以下の事業を実施する。 

Ⅰ 公益事業 

１． 国際交流事業                   

（１）開発途上国支援事業 

1) 研修事業 

第１回（通算 37 回）「地域活動としての知的障害支援コース」の実施（国際協力機

構委託事業）  

12 カ国（アフガニスタン、バングラデシュ、パキスタン、フィリピン、タイ、ネパ

ール、フィジー、ジンバブエ）から 12名を招き、日本およびカンボジアにおいて講

義、見学、研修旅行（福島）、ワークショップ、実習（カンボジア）を行う。なお、

研修終了時には、帰国後のアクションプラン―地域住民主導で弱者支援する社会の

創出―を作成する。  

研修期間  ：平成 29年 1月 11日～3月 3日  

研修国（地）：日本（東京、福島）、カンボジア（カンポンチュナン州） 

   

2) 情報提供事業 

開発途上国の知的障害者（および社会的弱者）の状況、支援施策等の情報をＨＰで

提供して、開発途上国間での情報共有をはかる。 

また、「地域活動としての的障害支援コース」終了生を会員とするメーリングリスト

を運営して、帰国研修生による交流を図るとともに、国際的事業の開発に努める。 

 

    3) 開発途上国で実施する事業  

  障害者と貧困者のための医療セイフテイネット創り―パイロット事業   

    カンボジア農村に住む障害者と貧困者の医療を保障するシステムを村民が中心に 

なって創設する。平成 28年度は、セイフテイネット資金創出活動の充実を図ると 

とともに、制度作りに取り組む。 

 

    実施地  ：カンボジア（カンポンチュナン、カンダル、プレイベン州の 5村落）  



 （２）国際交流事業 

1） アジアおよびその他地域の関係者との連携強化 

① 9 月 24 日～26 日にバングラデシュのダッカで開催されるアジア知的障害連

盟理事会に会長が出席する。 

② 第 22 回アジア知的障害会議を記録したＤＶＤの英語版を作成して関係各

国に配布する。 

 

２．国内の事業               

（１）発達障害福祉月間 

 第 53 回発達障害者福祉月間（9 月）事業を実施する。また、中央行事として、「障害

者差別解消法と合理的配慮（仮題）」を東京で開催する。 

  中央行事テーマ  ；障害者差別解消法と合理的配慮 

             ～意思決定支援と発達障害 教育と福祉の視点で考える～ 

  開催地      ：国立オリンピック記念青少年総合センター 

  実施日      ：9 月 22 日（木） 

  定員       ：100 名 

  

（２）情報提供事業 

1）発達障害白書の 2017 年版の編集 

  「障害者差別解消法への多様なアクション」と「コミュニケーション支援の新

たな取り組み」をテーマに編集し、明石書店より出版する。 Ｂ５版 224ペー

ジ 9月発行 

 

2）JL ニュースの発行                        

国内外の情報を提供することを目的として、隔月（105―110 号）および号外 3

号を発行し、関係団体（者）に配布する。 

Ａ4 版 8 ページ 4,000 部/号   

 

3) ホーム・ページの充実 

 ホーム・ページおよびフェイス・ブックを充実させ、さらなる情報提供に努めると

共に事業協力者の獲得をはかる。 

   

4) 資料の作成・提供事業 

以下の刊行物を編集、発行、頒布する。 

 

本年度新規作成    発達障害医学の進歩 28    4 月発行予定 



            

既     成    発達障害訓練ハンドブック 1-4、発達障害医学の進歩 

           1-26、知的障害の定義第 11 版（Intellectual  

Disabilities  : Definition, Classification, and  

System of Supports-AAIDD 11th Edition )、不平等な    

命 2、やさしい隣人達、レッツ・スポーツ、知的障害の

ＱＯＬ－21 カ国の国際比較―上・下巻、障害児の親の

メンタルヘルス支援マニュアル、就労支援マニュアル、

メンタルヘルスハンドブック、美沙のポエム、発達障

害とその支援（ＤＶＤ）、ちゃんとつきあいたい１、２

（ＤＶＤ），自閉症スペクトラムの教育支援・就労支援

１、２（ＤＶＤ）、発達障害と虐待（ＤＶＤ）、アール 

ブリュットアート日本、落ち着きのない子供たち、自

閉症スペクトラムの青少年のソーシャルスキル実践プ

ログラム、アスペルガー症候群人の就労ハンドブック、

むずかしい子を育てるペアレント・トレーニング、発

達障害 へんな子といわれつづけて、まんが発達障害

のある子の世界、自立生活ハンドブック（２～１６）、

あたらしい法律の本 2014 年版、他 

 

（３）研究・啓発事業 

  １）研修事業 

    ① 発達障害自閉症セミナーの開催                   

    200 名の定員で東京にて開催する。 

テーマ：自閉症児者への教育・福祉の質を高めるために（予定） 

    －最新研究の応用と効果的な人材育成― 

    日程 ：10 月 1 日（土）－2 日（日） 

    会場 ：すみだ産業会館 

     

③ 発達障害医学セミナー 

200 名の定員で東京にて開催する。 

テーマ：発達障害をめぐる今日的課題（仮題） 

日程 ：12 月 19 日（日）または 18 日（土）―19 日（日） 

会場 ：青山学院大学 

 

  



（４）事務所賃貸事業 

   本連盟と同様の目的で活動する非営利団体に事務所および会議室を賃貸する。 

 

Ⅱ 収益事業 

（１）手をつなぐ発行事務受託事業 

   １）全国手をつなぐ育成会連合会機関誌発行にかかる事務手続き 

正会員の一つである全国手をつなぐ育成会連合会の機関誌「手をつなぐ」発行 

に係る事務手続きを受託する。 

 

Ⅲ．その他の活動 

１．組織の運営・強化 

1） 正会員の拡大 

2） 準会員の拡大 

3） 賛助会員の拡大 

4） 寄付金獲得 

5） 総会・理事会の開催 


